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「三つの中国」の時代

E一
つ
の
中
国」
の
時
代

川叫
什問、
京
ア
ジ
ア
が
さ
ま
ざ
ま
に
崎
出帆
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど、
脱
冷
戦
と

版
社
会ト仁
ぬ
と
い
う
川町山人
の
大転
出制
を前
川叫
に
別
伐
の
ア
ジ
ア
を
与
え
た

川崎
介、
京
ア
ジ
ア
の
中
で
も、
特
に
そ
こ
に
広
が
る
「
中
川
的
問
削汁」
をい附…

制
す
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る。

こ
の

「山中
川
的
問
料」
は、
ト．．

 犯の
人
川
を
げ
つ
小
川市
人
民
共
利
川、

人
け
は
わ
ず
かhハ．
h．
力
似
と
は
い
え．
日
本
会保
け
ば
ア
ジ
ア
の
小
で
も川川

も．H川
本州巾
の
約
済
的
収
か
さ
を述
成
し
て
い
る
前
川日、
そ
し
て
ア
ジ
ア
N
l

k
S
の
小
で
も
っ
と

も怖
い
れ
抗
力

を訂
し．

人
U・
・
干・
力
と
い
う
川
際
U礼

会食
休
の
川
民
川家
のレベ
ル
か
ら
み
る
とl
分
に
そ
の適
正
川崎
紛
争
打
し

て
い
る
計
約
か
ら
成
りば
っ
て
い
るの
あ
る
い
は
こ
こ
に
京
市
ア
ジ
ア
に
広

が
る
情
人
仰い
W
を
加
え
て
も
よ
い
の
だ
が‘
さ
し
あ
た
り
仏
は
小
川、
作
山山‘

計
約
と
い
う
？
つ
の
小
川」
に
よっ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
市’
川
的問
料」

が‘
附川
実
に
その
料
消
的、
外礼
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
る

川
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
存品川
摘
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い。

も
と
よ
り、
小
M、
丹
治、
ム日
前
の
川
に
は、
政
治
的
に
は
も
と
よ
り‘
州制

済
的に
も
礼
会
的
に
4央
き
な
州
民
や
約
ぷ 、
ま
た
相
以の
作
燃や
対
伝
が

あ
る。
し
か
し、
全
体
と
し
て
比
る
と、
そ
う
し
た
ぷ
児
や
他
卸
会λパ
み
な

が
ら、
「川中
川
的
山門
川汁』
が
紡
川ボ
と
し
て
制
M
N
透
的
に
鉱
大
し
つ
つ
あ
る

収
%
を忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。

そ
の
よ
う
な
と
き、
よ
る
μ
川
ト
八日 ・
m
m作
銀
行
は
「
m
wHH
出
の
川明

明
と
途
ト ・

川」
と
凶
する
仰
の
A
を
ま
と
め 、
その
小
で －
0
0 ・－
年に
は

小
山下
人
民
共
利
川、
市
港、
h
m
か
ら
成
る
「
小
川
附」
が
ア
メ
リ
カ
を
迫

い
似
い
て
m
w．
のれ
滑
川崎
川伐
に
な
る
と
い
う大
川
な・
γ
測
ふぷ
み
た。
折

か
ら
ア
メ
リ
カ
で
は
小
川
な
ど
に
た
い
す
る
的
必
川山川
辺
信
ド
N｝
川
凶

で
品
川
が
沸
騰
し
て
い
る
こ
と
も
あっ
て、
制
作
銀
行
の
制
作HH
に
つ
い
て

れ

悶

保

－ピh怖かじまみU幻

カリフォルニア トA
Zu
a
中
的
尚
雄

も
い
述、

代内
向
泌
が
午．
じ
て
い
る・
こ
の，ド
測
は
小
川
の
人
民
刈
の
検
祢

レ
ー
ト
を
過
度
に
MM
M酬
し
す，
ぎ
て
お
り、
し
か
も
こ
の
ト
年
余
に
よ
う
や
く

料
済
成
長
を
始
め
た
小
川
大
隊
と、
過
去
三
十
年
に
わ
た
っ
て
成
長
を
続

け、
す
で
に一
人
当
た
り
G
N
P
が一
万
米
ド
ル

多品
え
て
先
進

川水献
に

述
し
て
い
る
行
港、
A
H
m
を
一

紡
に
し、

し
か
も
郎
小
川r
以
後
の
小
川
の
政

治
的

不安
や
丹
治
返
還
問
削閥、
台
湾
の
将
米
と
い
っ
た

市大
な
政
治
的
イ

シ
ュ
！
（
5
2巾）
を．
切
除
外
し
て
い
る
の
で、
と
う
て
い
け川
川
で
き
な
い

と
い

弓批判
も
H
虫っ
て
い
る。
し
か
し、
小
川
を丹
治、
台
湾
主け
む
市

川
附」
と

日ん倣
す
似
点
は、
た
し
か
に
前
別
で
あ
り、
と
の
点
は
評
制
さ
れ

て
よ
い
よ
う
に
思
う。

とこ
ろが 、
こ
れか
らの
時
代
は
ま
さに
社
会
れ

おの
肋
械と
と
もに
脱

冷
戦
の

時代
で
も
め
り、
そ
し
てAh
m
凶作
的
に
は
約
済
小
心
の
川
代
な
の
で

あ
る。
そ
う
し
た
総
済
の
サ
イ
ズ
で
与
え
て
み
る
と．
設
々
の
地
則
的
同叫ん必

と
し
ての
小
川
必
刊刷 、
あ
るい
は
人け
の
大
き
さ
だ
けか
ら
は
る
小
川
必
織

を 、
川制
本
的に
印刷み
伴
え
て
川
与し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
なっ
てい
る
とい

え
よ
う。
む
し
ろ中
川、
行
港、
ムH
m
と
い
う
？
つ
の
小
川」
が
ほ
ぼ
川い仇

し
て
作
似
す
る
別
%
が、
今
後
ま
す
ま
す無
仰
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
の
だの

す
で
に
いん
た
よ
う
に、
人
け
を
と
れ
ば、
か
た
や
ト・ －
m叫
の
小
川、
行
川出

は
多
くけん
刷
もっ
て
もhハ
μ・力
と
い・？
中
川
の
わ
ず
か・．．

 
h
分の ．
の
れ什
什刊

で
あ
り、
ま
た
れ
れ
はhハ
ト
分
の．
の
人
日・・
千
万
と
い
う
サ
イ
ズ
で
あっ

て、
こ
の
よ
う
に大
き
な
約
ぷ
が
あ
る。
し
か
し、
続前折
僚
と
し
て
川も

呪吸
な－
人ψ1
た
り
のG
NP
で見
る
と、

－
九九 ・・
年ぶ
川明
白
の阿川前町

政
制
で
H川
も成
制の
い
い
の
が
辛口
浴の．
UM－－
千・九－h
米
ドル、
次い
でムH

m
が
UH
米ド
ル．
小
川
は
約 ：
．h．hト
米
ド
ル
で、
膨
大
な
人
け

や抱
え

る－
h
大
な
中
山下
人
民
共
和
川
はH
M
し
くH
治
ち
込
ん
で
し
ま
う。

副
掴
外
代
m
m一日川
でけん
る
と、
こ
の

？つ
の
小
川」
の
小
で、
向
的

圃園田
は
瓜
び山開
け
て
成
紛
が
よ
い内
よ
くい川
ら
れ
て
い
る
よ
う
に、
ムH
m
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ゆ－aq
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T広内

町田明副圃
o
bJ
HahHlun－－hトk

l
J
白川l
’B，，4
00
，f
TI
tJ
i－
－ωU吋パ

悶羽岡
ド
ル
と、
日
本、
ア
J
リカ
ふ
払
い
て
判別H
．
にな
っ
て
い
るの
も

阻
臨
ち
ろ
ん、
外
代
叩
仰山川
は
れ
済
的
併
に
泌
じ
て
つ
ね
に
変
肋・
ず
る

a圃
も
の
で
あ
り．
外
代
市川川hHM
が
む
や
み
に
多
い
ほ
ど
よ
い
と
い
う
も

酎圃
の
で
は
な
い
け
れ
ど、
し
か
し．
h
m
の
h
強
い
経
済
力
の
折
僚
と

函堕
し
て
は、
こ
の
実
紛
がいけ川
く
却
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る。
小
川
は
こ

一
凶
の
と
こ
ろ
パ叫
ん
に
輸
出
ド
ラ
イブ
をか
け 、

．
九
九 ・・
年
は
約
h

EE
八
ト
億
米
ド
ル
と
大
船
な
対
氷
れい初
引…・ア
をU怖
い
で
外向川
市
怖
を

引開
縦
似
す
る
こ
と
に
勿・
川
し
て
い
る
が、
そ
れ
で
も向
的
の
下
分
の
川

師団 ．h
俗
米
ド
ルムけ
だ
と
パっ
て
い
い
だ
ろ
う。
行
氾
の
MAH
は、
ね叫行

”
陛
WH
mが
な
い
れ
山
なMH
泊
地
械
な
の
で、
外
代
叩
前一日川
は
こ
れ
ま

湘
温
で

院
に

E
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が．．

 
九
九・
4
じ
川
トド
札

紬
細
川、

市
港
政
山川
は
市
港
の
川町．
山人

始
ま
っ

て
以
米
初
め
て
‘

外
向ハ
似

川町d・RL・E引

三つの中国」の時代　八重洲LETTER」-1993



． 
ト川口川キぶ品点した内それによると、行港の外向日似KHJ川は．九九．MT

ぷで．mwmト・－U帆に川判中ーする・・rn九ト位米ドルに述したといわ

れているのこの制は、川近、外向日がhdmしている山中川よりは少な

いし、mwm
似であるhmの八．hhハト八億米ドルにはとても及

ばないにしても、Fn泌が外出川市前日H川においてもかなりの地位にあ

ることを見せつけた。したがって台前、丹治に山中川を加えた
三

つの中川」では、約F－hh億米ドル
を上川る外伐を似ト付している

という膨大な川崎岐になる。

行い切総削ではるとどうだろう。円相はこれが川も市川広な術保では

ないかと思う。つまり、似し川什市川柑やアジア地岐にどのような形で

EFFf

物資や資金が品川いているかを即陀に．以映し

aaa－－，
ているからである。一九九－年の巾ぶから

EE－－
 ．．
 ，HMると、ムHmのWH幼総州側は約千附訂億米ド

－EE’『1ル。これに対して小川はおよそ千三行位米

iiu副・ドルだから、ここにもほぼ
H抗する
三つの

圃・・曹司1
小川」の実態が反映されているといえよう－

h‘
 ．．．
 ，vR治は，4千低米ドル
前後
の行
妨総舶会注成

・司
』．したが、作浴の代
議．mが門前したのは、

圃P
』圃特にムHmからの輸入がmえているからであ

a－
E
司る。その大－m分は大内へ川愉山されている

・・園田園・目ので、この以でも向的の製品が丹治を針山

・・・・圃回一・して大時に流れていく状泌を凡てとること

h‘
 ．．
 可ができよう。台湾は、このところ内計七抑

圃司司

m．に転出悦しつつあることもあって、普九九

回目・
園圏一．年の伐材統川では八年ぶりに行妨以下が

減少し‘WHH仰の仰びも減少したが、H川汚浴

仰MMのみは対一．川年比約三O%mの引い明以下

園圃圃・圃圃を仲川上し、行J・卜億米ドルもの対日貿易亦

‘、
』，
－Z品川っている。これにたいして中川は、千

圃F

h．hハhrHトhハ俗米ドルと対前年比4一－%
4品

da－－・・司、びて、千．hLH．ぺ卜．h惚米ドルのムHmを－九年

E
E－－Eぶりにし仁川った。また来日浴は二千円れほ氷

川川EB
EEEドルム日で依然として小川、台湾をト仁川って

dF

いるが．山
内川県の仰びによる愉人のm大

・・・・・・圃と行制印刷H本による小川ぷ川部への
午JM拠点の

h－－EF
仲村助による地川崎愉山の減少によって、行妨

－－－Ea．，
ぷ山下が鉱大した。しかし、いずれにせよ．wH

圃圃

園田幼総削からはても．まさに
？つの小川」が

4・E・E・司ほぽ仙抗してHハ山けし、山け似している川代で

Fya－－・‘
あることをぶしている。

同似たちは小川というと、いままでは中山下

人民共利川
市川）と中山下民川
台前）のど

ちらの小川を選ぶか、とか「．つの小川」あ

るいはつ一つの小川」といった政治的な小

川伐にあまりにもとらわれすぎていたとい

えよう。「一つの小凶」か＝一つの中凶」かと

「三つの中肉」の時代

いう川泌にあまりにも%を仰いすぎている川に．現実にはこの

？つの小川」が川揃いながら、『山中川的mw」をHaりと舷大し

ていることにあまり気付かなかったといえよう・その必味では‘

日本やアジアNlESの経済開品川間にばかりに日
多伝われずに．「小

川的問削什」が現実に川MhM透的に
紘大していること．判刊に市港の

彩鴨川は広
東中円から
情よ…併に及び、そしてhmの彩同庁はMM佳作か

らやがては
情刷、
情京地阪にまで進版しつつあることにもっとm

H
会合せてもよいのではないかと思う。

MM吋に、こうした状泌の山中で、いかにこの
7つの山中川」的側

作を訓利的にアジアの川際システムの山中に受け入れていくかが、

これからの川際村会、特に日本にとっての南波な外交ぷ．地になる

はずである。
将米は、開仰の人Uの問分の一
会下川める・4ト億人以上の「小川

的側斜」という例式も与えられるほど司一一つの小川」は大きな作

伐であるJ』の
？つの小川」の小でお港やhmはすでに先進川

の仲間入りをしつつあるが、さらに中川大限が徐々
にテイク・オ

フしてゆき．U大なGNP
を派出するようになったときの人矧の

将米を弘行えてみると、それは決してハッピーな，ド測だけではあり

｝c
；

 

ofpdんも
，‘例えば地域周波川町岐につながる公η川凶．つをとっても、小川

がこのままのかたちで
安共a竹wV」や「川泌
を越えるお務」に無

関心なままひたすられ済成H民
会ぬけていくならば、それは人知社

会にとって
も大公深刻な川泌になろう・いまのところ・小川の約

済は側めて低いレベルからようやくぷ掛川に成以し始めた段附なの

で、私たちはwIf川救われているのだが‘マつの中川」的mwの熊

限定的な
拡大は、この以でもさまざまな問題
をぶ起することにも

なる。中山引人民共利川は川川氏、ポスト卸小川ド体制への服史的移行川

にさしかかっており、また一九八九年の六・附－大変川事件にぶさ

れたように政治的・HN会的な－小
小主化が川悦山崎に作代している川家

である。ぷ述な経済成HKM．山への移行の小でさまざまな批会的J寸

前が以川しており、公山山川泌をはじめとする地収用況の似令ピバ、

く
すだけの余怖はほとんどない。ましてや、人怖をあのように仰

川してい
る小川に、仙川山仲間山川の川附叫に対処し仰る
制神的什山上総はHけ

代しない。だとするならば、小川－H身がみずからの批会をコント

ロールし、マネジメントし仰るような聞かれた小川、成熟した小

川社会になってゆかない限り、この川辺はMmめて派刻な彬”
を川

辺川川のみならず、ALn凶作にもたらすことになると思われる。

そうした小で、前地ゃれ掛川の作伐が小川
社会にうえるインパク

トはま
すま
す大きくなりつつあり、それは日本をはじめとする．内

側ぷ川がなし仰ないような小川悦会改造への大きな氏献をなすこ

とになるかもしれない。そのな峠でも、これからはまさに可ニつの

中川」の川代だといえるのではなかろうか。

出品
こ
こ
に
Mm
聞
し
た
品
行
は・

七
川
ド
旬
刊
行，
ド
ウ止
の
「
J－
つ
の
山中
川
i
述
緊
と
相
以
l」

｛
中
的
儲
縦
抗
／
日
本
経
済
新
聞
社｝

に
市川
し

く述
べ
ら
れ
τ
い
ま
す・
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